
軒
率
拳

富
霞
㌔

輯
竃

.
語
工
中
点
j
書
,
…
き

三
笠
等

令
を
二
年
十
月
-
目

金
華
婦
人
会
会
報
妻
貴
会

生
活
学
校
施
設
見
学

九
月
一
日
、
施
設
見
学
に
参
加
し
ま
し
た
。

歴
史
博
物
館
の
「
膜
鱗
が
く
る
」
の
岐
阜

大
河
ド
ラ
マ
館
で
す
。

講
堂
に
入
り
加
藤
栄
三
・
東
一
美
術
館

館
長
・
山
本
真
一
様
よ
り
「
土
岐
氏
の
鷹
」

に
つ
い
て
の
説
晩
が
あ
り
ま
し
た
。
土
岐

氏
は
鷹
の
絵
を
描
く
才
能
に
優
れ
、
そ
の

絵
は
「
土
岐
の
鷹
」
と
よ
ば
れ
て
武
家
が

描
き
芸
術
性
が
高
い
と
珍
重
さ
れ
て
お
り
、

一
族
で
は
江
戸
時
代
ま
で
描
き
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
掛
け
軸
に
は
違
う
雅
号
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
土
岐
頼
芸
の
子
孫

は
徳
川
幕
府
の
高
家
と
し
て
徳
川
家
に
仕

え
て
い
ま
す
。
そ
の
紙
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
美
濃

和
紙
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
大
河
ド
ラ
マ
観
推
進
課
長
・
熊
谷

様
よ
り
ド
ラ
マ
館
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

一
月
十
一
日
に
開
館
し
順
調
な
滑
り
出

し
を
し
ま
し
た
が
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
馨
で
一
ケ
月
半
や
む
を
得
ず

休
館
と
な
り
ま
し
た
が
、
再
開
し
て
八
月

中
旬
に
は
十
万
人
を
超
え
た
と
の
事
で
す
。

館
内
の
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
で
は
、
メ
イ
キ
ン

グ
映
像
に
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
サ
ウ
ン
ド

映
像
に
合
わ
せ
た
演
出
証
明
で
、
ド
ラ
マ

の
世
界
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
道
三
公
が
「
長
良
川
の
戦
い
」
で
討
ち

死
に
し
ま
す
が
、
こ
の
シ
ー
ン
も
ド
ロ
ー
ン

な
ら
で
は
の
シ
ー
ン
で
は
な
が
ら
う
か
と

と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
で
使
用
さ
れ
た
衣
装
や
小
道
具
の

中
に
、
道
三
公
が
使
用
し
た
と
て
も
長
い

青
日
槍
の
展
示
も
あ
り
印
象
的
で
し
た
。

講
堂
で
説
明
を
受
け
た
土
岐
頼
芸
の
鷹
の

絵
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史
に

名
を
遺
し
た
信
長
公
の
豪
華
な
馨
応
膳

の
展
示
も
あ
り
ま
し
た
。
天
正
十
年
安
土

城
で
の
ご
献
立
は
、
当
時
の
正
式
な
料
理

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

令和2年10月の予定表 

と} て 重量 〇 度 ′ た し と ま 1 離 鮎 ) 

日時 活動名 内容 係 

5日(月 19日(月 1:3〇一 

) )茶道 
松尾流 川瀬先生 野田(八) 野田(美) 

14日(水 

) )華道 
池の坊 奥田先生 

森(三) 

2丁目(火 安 藤 
1:30・- 山 田 

了日(水 21日(水 1:30′- 

) )フォークダンス 
世界の民族舞踊 渡辺先生 加孫(美) 笠原 

16日(金 )
手 芸 

パッチワーク 大谷先生 

森(清) 
1:30- 高橋(良) 

9日(金 23日(金 1:30一 

) )民踊 
各地の民踊 黒川先生 河瀬 高橋(紀) 

10日(土 

) )書道 
ペン・毛筆 野田先生 

森(み) 

24日(土 丹 羽 にズ 
1:30′- 宗 宮 

葦曇 師 を「 

5白く月) 第2回女性学級(骨密度測定) 

6日(火) 理事会(第2会議室) 

21日(水) 交通安全法令講習会 

22日(木) 第3回女性学級(施設見学) 

26日(月) 資源分別回収 

器劃 補 
二、‾‾‾‾ ‾三三三二三二二茅‾ 

し ま た 

漢圏∴萱 営顕 ∴∴∴二二二∴∴∴ 
こ、二 ∴鳥二二吉∴: 1 

丸が篇`∴∴・ 
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雑種 ヽ●‾ 竜 ∴」癌も、、‾“ 

管 

・1十 姦通黄金 

一)I ) ∵∵∴ 臆三園 

∴ン∴言∴ ∴、∴∴ 二〇ここ○○Sm_ 

一
一

‾

一〇
ム 

鉦、ごね、 

一一てこ‾∴、・・場草子『臆.タ短で 隅饗監警馨三高 

一 

l● 仁まで’二軍 8 

二二一一二二二-二二臆,ミニ 

史
・
日
本
の
歴
史
を
深
く
学
べ
た
こ
と
を

故
の
約
三
割
が
廃
の
時
間
帯
(
午
後
四
時

※
自
治
会
連
合
会
・
土
会
福
止
協
議
会
・
そ

帰
り
は
ド
ラ
マ
出
演
者
の
等
身
大
パ
ネ
ル

の
お
見
送
り
を
受
け
て
歴
博
を
後
に
し
ま

し
た
。
今
回
の
見
学
会
に
よ
り
、
明
智
光

秀
公
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
す
る
と

と
も
に
、
戦
国
武
将
た
ち
の
生
き
楼
を
よ

り
深
く
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
郷
土
の
歴

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二

十
一
日
(
月
)
⊥
二
十
日
(
水
)
の
十
日
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
三
日
に

は
岐
阜
公
園
・
伊
奈
波
に
て
立
番
を
し
ま

し
た
。
秋
口
か
ら
年
末
に
か
け
て
死
亡
事

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
る
た
め
平
成

二
〇
年
一
月
か
ら
毎
年
九
月
三
十
日
を

【
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
】
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故

に
注
意
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

故
を
無
く
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。


